
※裏面に、「大小っ子宣言」と代表委員会の取組「思いやりポイントカード」を載せています。

★ 人権(私たちが幸せに生きる権利)について学びました！～人権集会～ ★

今日１２月１０日は、世界人権デー。昭和23年(1948年)12月10日、国連第３回総会（パリ）

において、「世界人権宣言」が採択されました。以降この日を「世界人権デー」と定め、日本では、毎

年12月10日を最終日とする一週間を「人権週間」とし、全国的に啓発活動が展開されています。本

校でも、１２月５日(金)に「人権集会」を行いました。

【学校教育目標】 「 自分とみんなのために 心を尽くし 学びを深め ともに動く 大小っ子の育成 」

【目指す児童像】 「 気づく子 学ぶ子 元気な子 」 大村市立大村小学校
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①はじめのことば（６年代表）

大村小学校のみなさん、おはようございます。

今日は人権集会です。みなさんは、友だちや家族を大切に

していますか。ぼくは、いつも相手に悪口を言わないことに

気を付けています。

今日の人権集会を通して、人権を守ることについてよく考

えていきましょう。

②校長先生の話（※プログラムどおりの表記です）
社会を明るくする運動作文コンテストで入賞

した小学校６年生が書いた「言葉が持つ力」とい

う作文を紹介し、「ちくちく言葉」を使うべきでは

ないわけ、「いじめ・いじわる・いやがらせ」は、

①どんな理由があっても、絶対に許されないこ

と、②黙って見ている人もいじめや意地悪をした

ことになってしまうこと、③されている人がいた

ら先生たち全員で守ることについて確認しまし

た。そして最後に、アンパンマンの作者「やなせ

たかしさん」がおっしゃった「相手を喜ばせるこ

と、お互いに相手を喜ばせたいと思って動いた

ら、きっとうまくいく」ということ、代表委員会

で話し合った取組を通して、みんなの心が明る

く、温かくなる「ふわふわ言葉」があふれる大村

小にしていくことを約束しました。

③５年生学年発表
福祉体験学習で学んだ、福祉とは、「ふだんのくら

しをしあわせに」を合言葉に、思いやりをもって行

動しようという考えのことであり、自分たちは、助

けが必要な人に気づくこと、困っている人がいたら、

進んで助けること、一つ一つの言葉を大切にしてや

さしく声をかけること、思いやりをもって身近な人

と関わること、自分のふだんの生活は当たり前では

ないこと、支えてくれている人に感謝する気持ち、

これらの思いを大切にしますと、発表しました。

④大小っ子宣言（企画委員会）
企画委員会の声に合わせて、「大小っ子宣言」を全員で

声をそろえて読み、みんなで守ることを確認しました。

代表委員会で話し合った「思いやりポイントカード」の

取組方法についての説明も行いました。

⑤歌「手をつなごう」

（集会委員会）

人権集会に向けて、各学級

で練習してきた「手をつなご

う」の曲を、手話をしながら

全員で合唱しました。

⑥おわりのことば(６年代表)

私は、誰かと関わるうえで、人権はすべての

人が生まれながらにもっている大切なものだ

と考えています。今日の人権集会を通して、改

めて、人を大切にしようという気持ちと礼儀、

いじめになってしまわないように、人に悪口を

言わない、ふわふわ言葉を使いたい、というこ

とを考えました。ちくちく言葉を使ってはいけ

ないのは、相手が悲しんで自分の気持ちも悪口

を言って暗くなってしまうからだと思いまし

た。これからも友だちや家族を大切にし、感謝

を伝えたいと思います。




